日本ベンチャー学会誌 『Venture Review』チェックリスト
（投稿者用）
・投稿申込書を提出する前に、本チェックリストに従って、投稿論文および関連書類について確認・申告してください。
・本チェックリストは、本誌投稿規定および『AIツール使用に関するガイドライン』に基づくものです
・該当するチェックボックスをクリックして選択し、【　】の記入欄には必要事項をご記載ください。
・記入のうえ、投稿申込書とあわせてご提出ください。自筆署名は不要です。
・共著論文の場合は、責任著者が全共著者を代表して確認・申告してください。
① 研究倫理審査について
投稿規定上、現時点で研究倫理審査を受けることは一律の必須要件ではありませんが、所属機関の規程その他の適用される研究倫理上の要請に従ったうえで、下記の申告をお願いします。
☐ 該当しない（人を対象とする研究等にあたらない）
☐ 倫理審査を受けていない
☐ 倫理審査を受けた（下記に記載）
【承認番号：　　　　　　　　　　　　】【承認機関：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
② AIツールの使用について
投稿論文を作成するうえで、AIツールを使用したかどうかを申告してください。
☐ AIツールを使用していない
☐ AIツールを使用した
【使用したツール名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
AIツールを使用した場合は、該当する用途すべてを選択してください。
☐ 文章表現の校正、文法・スペルチェック
☐ 翻訳の補助
☐ 参考文献の検索補助（ただし、引用情報は必ず原典で確認すること）
☐ プログラムコードの作成・デバッグの補助
☐ 図表の作成補助（データの改変を伴わないもの）
☐ その他（下記に具体的に記載）
【その他の用途：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
③ 禁止事項の確認について
☐ データの生成・捏造・改ざんを行っていない
☐ 実在しない文献・情報を引用していない
☐ 論文の主要部分（著者自身の分析、考察および結論に相当する部分）をAIツールに生成させていない
☐ 未公表の他者の著作物の無断使用につながる利用をしていない
④ 投稿論文の正確性と責任について
☐ 論文に記載されたすべての内容（事実関係、数値、引用文献、論理展開等）が正確であることを確認した（AIツールを使用した部分を含む）
☐ 論文の内容が著者らのオリジナルな成果であり、他者の著作物の不適切な使用がないことを確認した
☐ 論文内容について、著者として最終的な責任を負うことを理解した
⑤ 査読用原稿の匿名化について
☐ 本文中において、著者が明示的に特定される記述を除去し、必要に応じて匿名化表現を用いている（原稿執筆の手引きを確認して対応している）
・採択後の最終稿では匿名化を解除し、正式な記載を追記してください。
⑥ 他誌等への投稿状況について
☐ 本投稿論文は、他の学術誌等に投稿しておらず、審査中でもない
⑦ 関連する自身の他の著作物について
関連する著作物があること自体は問題ではありません。本投稿論文との差異が明確か確認するため、該当する場合は申告してください。
☐ 関連する著作物（同一または一部共通するデータ・調査・分析を用いた自身の他の著作物）はない
☐ 関連する著作物がある（公表済み・投稿中・投稿予定を含む）→ 下記に記入
◆著作物の種類・書誌情報（投稿中の場合は投稿先と状態）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
◆本投稿論文と重複する範囲

◆本投稿論文独自の貢献（既存の著作物との差異）


⑧ 最終確認
☐ 以上の事項を確認し、正しく申告している。論文内容および本申告について、著者として最終的な責任を負うことを確認した。
【責任著者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
【確認日：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
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